
■天皇家の意見■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 187号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 
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1. ブログから：天皇家の意見 

 

「大嘗祭（だいじょうさい）の費用を公費(税金)で賄うのはいかなるものか」という秋篠宮の発言が物議をかも

している。 

大嘗祭とは、天皇即位の後に行われる新嘗祭（にいなめさい）のこと。 

毎年 11月 23日に執り行われる新嘗祭という神事は、秋の収穫を感謝する天皇家の大切な行事で、それを記念し

て「勤労感謝の日」が制定されている。 

かつて王であった天皇の存在は神でもあり、全国の神主の親玉と言っていい。 

極端に言えば、神社は天皇の神を祀る信仰でもあると言える。 

その天皇家の主要人物が、「政教分離に反するから、大嘗祭は天皇家の私費でやるべき」と発言するのは至極もっ

ともな話であり、僕は共感する。 

・ 

現在の天皇は、「象徴天皇」という言葉をよく使うが、これは「君臨すれども統治せず」という英国王室とは少し

違う意味を感じる。 

ここで言う「象徴」とは、まさに信仰の対象としての「神」であり、君臨する「王」ではない。 

かつて日本の統治者たちが、決して天皇家を滅ぼそうとせず、天皇を守ることで権力を得たことを見ても、よく

判る。 

諸外国の王室がキリスト教、仏教、イスラム教などの宗教を持つのに対し、日本は天皇家自体を神に近い存在と

して位置づけてきた。 

そう考えると、第二次世界大戦後の「人間宣言」は「支配者から平民」ではなく、「神から神官」ということだっ

た訳だ。 

・ 

一方で、戦前まで「天皇という神の部下」として権力をふるってきた日本政府にとって、「政教分離」が持つ意味



も諸外国と異なるはずだ。 

ケネディ大統領がプロテスタントであったため、それまでカトリックを国教としてきたアメリカが政教分離を宣

言したように、政教分離とは国民の信仰の自由を守ることが目的だ。 

だが日本では、それ以前に「神(天皇)を担いだ政治をやめる」ことが重要であり、公明党と創価学会の関係を取

り締まるのは二の次だ。 

今回の秋篠宮発言に対し、政府が無視する態度を見て僕が感じる不快感は、天皇家を支配下に置こうとする過去

の権力者と同じだからだ。 

天皇家の人たちの発言は「私たちはすでに人間であり、神官の親玉に過ぎない」と僕には聞こえる。 

天皇家の方から「政教分離」という言葉が出てくることは、素晴らしいことだと思う。 

・ 

そこで肝心なことは、僕たち国民の意識と態度だ。 

天皇が「人間宣言」をしたのは、僕たち国民に対する「私たちは神なんかじゃない」というメッセージだ。 

それは、「神を担ぐ権力者を信じるな」であり、「神を敬うすべての国民こそが権力者だ」と僕には聞こえる。 

だから、天皇家の人たちは戦没者を追悼し、被災者を見舞い続ける。 

天皇と皇后はいつも揃ってひざまずき、被災者の手を取って励ます心優しい老夫婦だ。 

その優しいお爺さんが、総理大臣を任命するのは、僕らを代表してやることだ。 

だから、「日本の王は僕たち自身」ということを忘れてはならない。 

素敵なリーダーや代表でなく、部下や代理を選んで仕事をさせる側にならなければならない。 

天皇家の意見は、そんな風に僕に聞こえる。 

 

http://nanoni.co.jp/20181202/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のトピックス：槇さんの思い出 

 

今週の金曜日、東大建築学科槇研究室の OBOG会に参加します。 

ご存じない方が多いと思いますが、僕は東大工学部の建築学科を出てまして、3年生で本郷に行った年に教授に

着任された槇文彦さんの研究室に所属しました。 

そもそも僕は、父の建設会社の跡継ぎにならないために、頑張って東大に行ったのですが、授業に付いていけず

に落第し、優良可の可(最低点)ばかり取ってしまい、希望の専門課程に進めなくなってしまいました。 

そこで建築学科を希望すれば父への言い訳もできると悪知恵を思いつき、むしろ落ちれば好都合だと思ったので

すが、なんとその年は建築学科が不人気で定員に満たず、僕も建築学科に行けてしまいました。 

失意のどん底のまま本郷に進学した時に出会ったのが槇さんと助手の栗生明さんでした。 

このお二人は天真爛漫と言いますか、底抜けに明るい大らかな方たちで、暗かった東大生活がいきなり明るくな

りました。 

僕も触発されてはじめは建築家を目指しましたが、やがて建築家として競い合うより、多くの建築家と仕事をし

てみたくなり、父の経営する建設会社に入ったわけです。 

そんな訳で、僕の人生の中でもひと際輝く「槇さん」と年に一度お目にかかるのは本当に楽しみです。 

 

お誘いはできませんが、「槇文彦氏に聞き来たいこと」などあれば、どうぞお寄せください。 

 



 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）12/03 ○終日笑恵館で面談可 

（火）12/04 ○なのに作業日（青葉台） 

（水）12/05 ○なのに作業日（青葉台） 

（木）12/06 ○午後から笑恵館で面談可 

（金）12/07 ○なのに作業日（青葉台） 

（土）12/08 ○終日笑恵館で面談可 

 13-18時 ★笑恵館・起業塾 

（日）12/09 ○休業日 

 

■その後のイベント 

12/13 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

12/13 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

12/14 ★カプラー起業交流会（三茶） 

12/15 ★笑恵館・起業塾 

12/20 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

12/22 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会（飯能） 

12/27 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

 

相談のある人、一杯やりたい人、歓迎です。 

松村の予定はこちらで随時公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 



笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


